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研究成果の概要 

本研究では，多様なテクスチャの提示が可能なフードプリンティングの実現を目指し，フードプリ

ントの過程で電気分解気泡を選択的に生じさせ，食品のテクスチャをコンピュータ制御する．これ

の第一歩として，電解気泡の生成に適したグミ生地を用い，任意箇所に泡を生成しながら造形を

行う手法を提案する． 

本年度では，電解気泡の内包位置の設計から実際の気泡入りグミ（以下，発泡グミ）の印刷まで

を含めたファブリケーションワークフローの確立や，発泡グミを噛んだ時の振る舞いを評価するため

の圧縮試験を気泡の内包率ごとに実施した． 

グミの形状や気泡の内包位置を設計するためのソフトウェアは，Rhinoceros と Grasshopper上で

動作するシステムとして実装した．本システムを使用することで所望の発泡グミを印刷可能な G コ

ードが自動生成する．電解気泡の選択的生成のためにはグミの印刷中に通電のオンオフを切り替

える必要がある．このために，プリンタ端にタクトスイッチを設置し，エクストルーダを移動させてその

側面がスイッチを押下したときに通電を切りかえるような制御回路も実装した．なお，発泡グミの印

刷が可能なグミの成分などについては，昨年度に調査済みである．そして，気泡の内包率ごとに圧

縮試験を行った結果，泡の内包率が高いほどグミの柔らかさ・破断しやすさが増える一方で，グミ

本来の弾力性はほぼ一定に維持されることがわかった． 

本成果を論文にまとめ，HCI分野のトップカンファレンスである ACM CHIの Late-Breaking 

Work トラックへ投稿し，採択された． 
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